
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 所 沢 北 高 等 学 校 ） 

目 指 す 学 校 像 
 たくましい知性としなやかな感性を備え、高い倫理観とグローバルな視野を持って、地域や社会

の持続的発展に貢献しようという高い志を有するリーダーを育成する。 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 確かな学力と自立する力の育成に向け、ＩＣＴを効果的に活用した不断の学習・授業改善を行い、生徒が 

 主体的に学習に取り組む態度や探究的に学ぶ習慣を育み、生徒一人一人の進路希望実現を支援する。 

２ 豊かな心と健やかな体の育成に向け、自律的に生活する力や他者と尊敬し合える関係を築く力を身に付け 

 させ、社会を支える資質・能力の基礎を育む。 

３ 社会に開かれた教育課程の実現に向け、家庭・地域との協働、国際交流や大学等との連携を充実させる。 

４ ＳＳＨ指定校として、科学的で探究的な学習活動を推進し、地域の理数教育を牽引する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 
※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。          

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日  現 在 ）  実施日 令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】 

 生徒一人一人の確かな学力の育成と進路

希望の実現に向け、教員、生徒、保護者が

協力して取り組んでいる。昨年度は、北海

道大学、東北大学、筑波大学、名古屋大学

等の難関国立大学に加え、弘前大学の医学

部医学科、獨協大学医学部等への合格者を

輩出した。 

【課題】 

 自学自習時間を確保できない生徒の現状

に正対し、学校全体で効果的な指導に取り

組んでいく。また、教育活動全体で在り方

生き方を考えさせる機会を創出し、ICT を

活用した教科横断・融合型実践を通じて教

師同士が互いに学び合い、高め合う学校文

化を実現することが求められている。 

①生徒一人一人の在り方生

き方と関連付けた教科横断

的な「探究的な学び」を実

現するとともに、生徒の

「主体的・対話的で深い学

び」を実現する。 

②自律（自立）的学習者の

育成に向け、生徒のセルフ

マネジメント能力等を育成

する。 

③適切な学習指導や進路指

導を通して、互いに学び合

い、高め合う教員集団、学

校文化を形成する。 

①「探究的な学習活動」と進路希望

の実現をつなげていくとともに、

「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向け、ＩＣＴの効果的な活用や

学習評価の見直し・改善を行う。

（通年） 

 

②各分掌・学年による意識づけや、

各教科等において課題設定を工夫す

るとともに、部活動等においても啓

蒙を行う。（通年） 

 

③一人一台 iPad を利活用した授業

や適切な進路指導の情報を教職員で

共有し、生徒に還元していく（通

年） 

 

①探究活動が主体性や協調性、学

ぶ意欲につながると感じる生徒等

の割合７割以上。（生徒アンケー

ト） 

 

②平日学年＋１Ｈ、休日学年＋３

Ｈの自学自習時間を確保できた生

徒の割合５割以上。（生徒アンケ

ート） 

 

③iPad が効果的に使用され、適切

な進路指導を享受していると感じ

る生徒・保護者が８割以上。（ア

ンケート） 

     

２ 

【現状】 

 基本的生活習慣の確立や学校行事等への

主体的な参加に向けて、生徒指導部、保健

環境部、各学年、各部活動等が連携・協力

し、生徒支援を行っている。 

【課題】 

 様々な場面で生徒にリーダーシップを発

揮させる機会をより多く創出することが課

題である。また、生徒一人一人の状況に応

じたきめ細やかな支援を行う必要がある。 

①高い規範意識を持って自

主的･自律的に学校生活を営

む資質・能力を育成する。 

②自他を尊重する社会性を

身に付け、リーダーシップ

を発揮できる資質・能力を

育成する。 

③SC などを活用して生徒の

多様な状況に対応できる組

織的な支援体制を構築する｡ 

①安心・安全な学校生活や充実した

行事を運営できるよう指導・支援す

る。（通年） 

②ＨＲ、委員会、学校行事や部活動

等を通じて、生徒がリーダーシップ

を発揮する機会を創出する。（通

年） 

③ＳＣ・ＳＳＷ、家庭や外部機関と

連携し、多様な生徒の状況に丁寧に

対応する。（通年） 

①事故・苦情・指導対象者の減

少。（前年度比） 

①学校行事等における充実度等９

割以上。（生徒アンケート） 

②リーダーシップを発揮する機会

を得た生徒７割以上。（生徒アン

ケート） 

③ＳＣ・ＳＳＷ、家庭や外部機 

関と連携の状況。 

     

３ 

【現状】 

 本校の取組について校内外から複数回の

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｯｸを得て､教育活動の改善に努め

ている｡また､国際交流にも意欲的に取り組

んでいる｡さらに近隣校と連携を密にして

地域に根差した進学校を目指している｡ 

【課題】 

 国際交流やＰＴＡ・後援会との連携・協

働を強化する。また、学校説明会等の計

画・実施方法を精査し、より効果的な生徒

募集に努める必要がある。 

①校内外からのフィードバ

ックを生かした学校経営を

行う。 

②国際交流の充実を図る。 

③効果的で的確な生徒募集

を実施する。 

④各種広報媒体を活用し、

本校の教育活動を校内外に

広く発信する。 

①様々なフィードバックを精査し、

教育活動の改善に生かす。（通年） 

②海外研修や留学生の受け入れ、外

部機関との連携を図る。（通年） 

③教務部を司令塔とした全教職員に

よる生徒募集を実施する｡(４～２

月) 

④ＨＰをはじめ、ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ等媒体を

活用し、生徒会を中心とした生徒に

よる自主的な情報発信や教員の情報

提供を頻繁におこなう。（通年） 

①フィードバックを生かした教育

活動の改善がなされているか。 

②海外との交流、外部機関との連

携の状況。（前年度比） 

③学校説明会、学校見学会等の実

施状況及び入試倍率の向上。（前

年度比） 

④ＨＰの更新状況、公式ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ

の更新状況及びフォロワー数、校

内外の媒体利用状況。（前年度

比） 

     

４ 

【現状】 

 理数科設置から１１年目を迎え、令和６

年度よりＳＳＨ指定校の認定を受けてい

る。探究活動の充実を目指した事業計画等

に従って、科学的で探究的な学習活動を推

進している。 

【課題】 

 ＳＳＨ事業に係る事務処理や事業計画の

遂行等を滞りなく行い、ＳＳＨ事業を生徒

に資するように運営・実施する。 

①教科等横断・融合型授業を開

発し、実践の成果物等を校外へ

のアウトリーチを行う。 

②１・２学年の探究的な学習活

動に係る科目の計画・実施・評

価等を開発する。 

③３学年の課題研究の質的向上

を図る。 

④大学・研究機関等、所沢市等

との連携・協働を行う。 

⑤世界的な課題解決を志す資

質・能力育成のためのプログラ

ム開発を行う。 

①「ＳＳコラボレーション」の計画・実

施・評価方法を検証・改善し、より効果

的に校外へ発信する。（通年） 

②「理数探究」「ＳＳ探究Ⅲ」の授業内

容・評価の検証・改善を行う。（通年） 

③「理数探究」における課題研究の指導

と評価の改善を行い、ＳＳＨ生徒研究発

表会に発表者として参加する。（通年） 

④関係機関との連携・協働を密に行い、

新規事業等を企画する。 

⑤SSH 国際人材育成に係る取組を検討す

る。 

①「ＳＳコラボレーション」の実

施及び評価方法の開発状況。 

②「理数探究」「ＳＳ探究Ⅲ」の

実施状況。 

③課題研究の質的向上の状況。

（生徒の満足度８割） 

④関係機関との連携・協働の状

況、新規事業等の実施状況。（前

年度比） 

⑤SSH 国際人材育成に係る取組状

況。 

     


